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第
型
期
農
業
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
第
躯
期
農
業
委
員
会

統
一
選
挙
が
７
月
６
日
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

立
候
補
者
は
加
名
で
定
数
と

同
数
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
無

投
票
で
当
選
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
議
会
推
薦

２
名
、
農
業
協
同
組
合
推
薦
１

名
、
農
業
共
済
組
合
推
薦
１
名

を
含
め
合
計
哩
名
の
新
委
員
が

決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
統
一
選
挙
議
『
初
め

て
の
臨
時
総
会
が
７
月
２
４
日

に
開
催
さ
れ
、
会
長
に
高
山
充

則
委
員
、
会
長
職
務
代
理
者
に

田
代
敏
夫
委
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
新
委
員
の
皆
さ
ん
、
３
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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田 代敏夫委員

会長職務代理
両部地区選出
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農業委員会会長
農業共済推薦
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こ
の
た
び
、
第
躯
期
農
業
委

員
皆
様
の
御
推
挙
を
い
た
だ
き
、

農
業
委
員
会
会
長
に
再
任
い
た

し
ま
し
た
高
山
充
則
で
ご
ざ
い

ま
す
。何
分
微
力
で
あ
り
ま
す
が
皆

様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
燵
を
賜
り

な
が
ら
、
３
期
９
年
の
経
験
を

生
か
し
、
農
業
者
の
代
表
の
一

人
と
し
て
、
皆
様
の
た
め
に
よ

り
身
近
な
農
業
委
員
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
、

ま
ち
づ
く
り
の
展
開
が
期
待
さ

れ
る
中
、
都
市
化
の
進
行
に
伴

う
農
地
の
減
少
、
担
い
手
不
足
、

農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
等
の
問
題
を
抱
え
、
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

半
面
、
都
市
農
業
は
、
市
民

に
新
鮮
で
安
全
な
農
産
物
を
直

接
提
供
で
き
る
場
に
あ
り
災
害

時
の
防
災
機
能
の
役
割
や
市
民
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会
長
挨
拶

の
農
業
体
験
、
子
供
た
ち
の
自

然
教
育
の
場
と
し
て
の
役
割
も

多
く
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

て
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
農
業
に

つ
き
ま
し
て
は
「
武
蔵
村
山
市

第
２
次
農
業
振
興
計
画
」
に
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
「
生
産
の
基
盤

に
な
る
農
地
の
保
全
」
「
魅
力
の

あ
る
農
業
経
営
の
推
進
」
、
「
農

と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」
を
図
り
「
市
民
の

豊
か
な
生
活
を
彩
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
武
蔵
村
山
農
業
」
の
実
現

に
向
け
、
農
業
委
員
会
と
し
て

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
関
係

諸
団
体
並
び
に
皆
様
方
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
益
々
の
御
発
展
を
御
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
会
長
就
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 １

－
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委員会役職名

選出区分

い
つ

波多野征敏委員内野晴夫委員

議会推薦東部地区選出

朝倉庄吉郎委員

農業経営部会長
中部地区選出

鰯
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宮崎起志委員山田昭一委員藤野政彦委員栗原秀夫委員

議会推薦東部地区選出東部地区選出農協推薦

層 噌零m

福島昭宏委員高橋文雄委員榎本英雄委員木下和年委員伊東誠司委員
農業経営部会副部会長土地利用部会長土地利用部会副部会長
西部地区選出東部地区選出中部地区選出西部地区選出東部地区選出

お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
地
区
農
業
委
員
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

東
部
地
区

担
当
地
区
一
区
域

中
部
地
区

西
部
地
区

※
市
内
を
３
地
区
に
分
け
、
地
区
ご
と
の
担
当
委
員
と
し
て

活
動
い
た
し
ま
す
。

※
会
長
、
職
務
代
理
は
全
地
区
を
担
当
し
ま
す
。

地
区
（
地
域
）
と
担
当
委
員

一

鍛
冶
ヶ
谷
戸

谷
津
入
り

神
明
ヶ
谷
戸

原
山

原
山
第
一

萩
の
尾

赤
堀
中
村
横
田
馬
場

新
海
道

残後

宿碁'峰岸

堀 戸
一－

藤
野
政
彦
委
員
（
公
選

高
橋
文
雄
委
員
（
公
選

伊
東
誠
司
委

内
野
晴
夫
委
員
（
公
選
）

栗
原
秀
夫
委
員
（
学
識
）

榎
本
英
雄
委
員
（
公
選
）

朝
倉
庄
吉
郎
委
員
（
公
選
）

山
田
昭

福木

島下

昭和

波
多
野
征
敏
委
員
（
学
識

宮
崎
起

担
当

志
委
員
（
学
識
）

宏
委
年
委
員
（
公
選

委委
員
（
公
選

員
へ

員
へ 貝

公
選

公
選

ｰ…－ー…ーー
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こ
の
た
び
農
業
委
員
の
任
期
：
，

満
了
に
よ
り
、
７
月
四
日
を
平

も
っ
て
、
次
の
方
々
が
退
任
さ
市
尾

れ
ま
し
た
。
多
大
な
る
業
績
に
京
都

対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
が
閨

長
い
間
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
夫

た
。
百
人

（
敬
称
略
）
活
動

浅
野
竹
良
・
吉
野
正
博
農
茎

乙
幡
覺
・
高
橋
茂
ス
両

加
園
光
良
・
乙
幡
司
農
華

山
田
和
男
・
進
藤
健
治
が
沖

増
尾
利
一
当
口

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の

適
正
な
肥
培
管
理
を
目
的
に
毎

年
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
管
理
状
況
の
悪

い
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
及
び
農
業
委
員
会
か
ら
文
章

等
に
よ
り
指
導
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
不
耕
作
地
は
隣
接
地

に
迷
惑
を
及
ぼ
す
ほ
か
、
税
金

面
で
も
多
大
な
負
担
に
な
り
ま

す
。
不
耕
作
地
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

雲
偏
鰡
を
守
ろ
う
、_ノ

平
成
弱
年
２
月
羽
日
、
昭
島

市
民
会
館
に
お
い
て
第
弱
回
東

京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
農
業
関
係
者
約
九

百
人
が
参
加
し
、
農
業
委
員
会

活
動
を
積
極
的
推
進
す
る
た
め
、

農
業
委
員
会
活
動
方
針
、
活
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
は
じ
め
、
東
京

農
業
の
確
立
に
関
す
る
要
望
等

が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

当
日
は
受
賞
式
典
が
行
わ
れ
、

本
市
で
は
下
記
の
方
々
が
受
賞

地
岻
暖
窪
の
推
進
は
隆
薬
壁
員
の
髭
行
誕
制

蕃
一
十
二
期
唄
案
曇
風
羅
一
返
罐

包
舞
鐸
窪
評
韮
塞
誌
壁
謬

今
後
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
い
た
し
ま
す
。

臘
紫
鐘
貝
会
の
雄
力
壱
挙
げ
毎

姻
鯉
の
厘
点
活
動
の
唾
展
そ
上
げ
よ
う

…
…
＃
…

さ
れ
ま
し
た
。

《
薗
鱈
爵
：
塞
震
豊
踊

傭
舶
を
伝
え
る
力
″

〉

的

灘
静

欝
藩
副
詞

割

驍
’

宝

企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
受
賞

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

東
京
都
知
事
賞

伊
東
誠
司
氏

ま
り
子
氏

農
業
後
継
者
顕
彰
受
宣
一
；
懲
溌
識
耀
購
綴
臘
騒
蕊
巻

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

《

山
田
耕
司
氏
晨
業
功
労
者
表
彰

》

蕊
灘
卿
＃
＃
胤
羅
賑
臨
唖
》
神
山
智
明
氏
却

企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
受
賞

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

東
京
都
知
事
賞

小
松
菜
研
究
部
会

北
多
摩
地
区
農
業

委
員
会
連
合
会
表
彰

平
成
加
年
２
月
過
日
、
東
村

山
市
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
北
多

摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会
に

よ
る
優
秀
農
業
経
営
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
当
市
か
ら
加
園
好
久

氏
が
野
菜
部
門
で
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
ご

期
待
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
農
林
省
都
市

農
村
交
流
課
都
市
農
業
室
長
沖

和
尚
氏
に
よ
る
「
都
市
農
業
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日…
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市
で
は
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

育
成
す
る
た
め
、
農
業
実
習
の
受
入

れ
を
く
だ
さ
る
協
力
農
家
を
探
し
て

お
り
ま
す
。

研
修
後
は
そ
の
ま
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
入
れ
先
と
な
り
ま
す
。

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
農
業

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等
か
ら

起
き
る
未
利
用
農
地
の
発
生
を
防
ぎ
、

将
来
に
わ
た
り
市
民
に
新
鮮
で
安
全

な
農
産
物
の
供
給
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
内
の
農
家
か
ら
農
作
業
の

手
伝
い
の
依
頼
が
あ
っ
た
時
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
登

録
し
て
頂
い
た
方
を
紹
介
し
、
一
定

期
間
、
農
作
業
実
習
を
し
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。
現
在
市
内
農
家
４
件

で
唱
名
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
産
業

課
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
話
０
４
２
（
５
６
５
）

１
１
１
１
内
線
２
２
６

〃

多

剛
修
受
入
の
お
龍

癖
蕊
農
業
委
員
会
で
は
、
東
京
都
農
業

会
議
に
講
師
を
お
願
い
し
、
簿
記
講

習
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

講
習
内
容
は
、
主
に
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
記
帳
の
仕
方
な
ど
受
講
者
の

希
望
に
沿
っ
た
内
容
に
な
り
ま
す
。

受
付
は
随
時
行
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
（
５
６
５
）
１
１
１
１

内
線
２
２
６

平
成
皿
年
に
行
わ
れ
た
農
地
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
相
続
等
に
よ
り

新
た
に
農
地
の
権
利
者
に
な
っ
た
者

は
、
農
地
の
大
小
、
市
街
化
・
調
整

区
域
を
問
わ
ず
、
権
利
を
取
得
し
た
日

か
ら
皿
か
月
以
内
に
農
業
委
員
会
に

届
け
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
細
は
、
農
業
委
員
又
は
農
業
委

員
会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

未
届
け
者
へ
虚
偽
報
告
者
に
は
ｎ

万
円
以
下
の
過
料
等
の
罰
則
規
定
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 薑

生
産
緑
地
地
区
の
追
加
申
請
は
、

毎
年
４
月
１
日
か
ら
７
月
末
日
ま
で

が
申
請
期
限
で
す
。
市
内
農
地
を
守

る
た
め
積
極
的
に
申
請
し
ま
し
．
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
課

．
ｈ
５
６
５
１
１
１
１
１

（
内
線
２
７
２
）
へ

寺
冨
Ⅱ
。
Ⅱ
Ｈ
鷺
ｘ
ｉ
；
１
９
０
９
１
９
Ⅱ
Ｕ
男
Ｉ
Ｒ
Ｉ
ｇ
１
ｉ
ｘ
賛
Ｉ
ｉ
Ｕ
ｏ
Ｉ
Ｑ
１
基
幹

《
Ｔ
－
ｎ
Ｕ
ｇ
ｎ
Ⅱ
巫
茸
肥
皿
異
五
叩
一
叩
巫
萱
叱
ｕ
合
一
Ⅲ
Ｕ
ｓ
ｎ
Ⅲ
異
蛍
Ⅱ
凹
○
、
Ⅲ
弓
晶
叩
四
舜
五
Ⅲ
Ｕ
○
、
肥
巫
蛍
、
Ⅲ
ｘ
支
佃
Ｕ
写
、
Ⅱ
ｘ
黄
Ⅱ
Ｕ
ｇ
ｎ
Ⅲ
巫
武
Ⅲ
Ｕ
色
、
Ⅲ
ｚ
Ｈ
Ⅲ
ｚ
淀
Ⅲ
Ｕ
Ｓ
ｎ
Ⅲ
ｚ
Ｈ
Ⅲ
翼
汀
Ⅱ
Ｕ
色
、
Ⅲ
ｚ
ｘ
Ⅲ
ｕ
ｓ
、
Ⅲ
工
博
Ⅱ
Ⅲ
品
》
、
Ⅲ
凶
、
Ⅲ
ｚ
暫
Ⅲ
Ⅲ
あ
小
》

γ
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
の
死

亡
・
疾
病
等
に
よ
り
農
業
継
続
で
き

な
く
な
っ
た
農
地
の
買
い
取
り
請
求

に
つ
い
て
、
随
時
農
業
従
事
者
等
に

対
し
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
農
業
委
員
又
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
生
産
緑
地
を
あ
っ
せ
ん
等
で

取
得
し
た
場
合
の
期
限
は
前
所
有
者

の
期
限
を
継
続
を
し
ま
す
。

Ｉ
生
産農

業
委
員
会
報
刈
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

今
回
は
新
農
業
委
員
の
紹
介
と

担
当
地
区
を
中
心
に
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。
鵜
織
譲
犠
諺
諭

申
請
‐､

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
・
受
給

者
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積
立
方
式

（
確
定
拠
出
型
）
の
公
的
年
金
と
し

て
平
成
魁
年
１
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で

あ
る
農
業
者
が
よ
り
豊
か
な
老
後
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
国

民
年
金
（
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
し

た
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

支
払
う
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・

住
民
税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

血
５
６
５
１
１
１
１
１

（
内
線
）
２
２
６
へ

鍵
臘
腫
順
鮮
総
舳
入
を

編
集
委
員

〃〃〃〃〃

高
山
田
代
木
下
朝
倉
福
島
伊
東

充
則
敏
夫
和
年
庄
吉
郎

昭
宏
誠
司
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